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消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一

般
住
宅
用
の
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ

の
施
行
に
よ
っ
て
鹿
児
島
県

で
も
新
築
住
宅
は
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
住

宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま

で
に
設
置
す
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
火
災
に
よ
る
死
者

が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
率

は
60
％
を
越
え
て
い
る
。

　

国
は
火
災
に
よ
る
死
亡
者

の
増
加
に
考
慮
し
て
消
防
法

を
改
正
し
、
自
ら
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
警
報
器
の
設

置
を
進
め
て
い
る
が
、
適
用

期
間
が
長
い
こ
と
も
あ
っ
て

設
置
率
が
低
く
、
全
国
の

数
値
は
10
％
台
と
報
じ
て
い

る
。

　

未
設
置
の
理
由
は
、
設
置

義
務
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
第
一
の
理
由
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。
本
町
の
設
置

状
況
は
ど
う
か
町
長
の
答
弁

を
求
め
る
。

町　

長

　

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

19
年
12
月
10
日
ま
で
の
新
築

住
宅
で
は
95
棟
設
置
、
既
存

の
住
宅
は
調
査
し
て
い
な
い

の
で
把
握
し
て
い
な
い
。
全

国
的
に
焼
死
者
が
増
加
し
て

い
る
の
で
、
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
の
周
知
を
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
啓
発
、
普
及

に
努
め
る
。

後
迫
議
員

　

消
防
法
で
は
、
設
置
義
務

の
猶
予
期
間
が
５
ヵ
年
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

５
ヵ
年
間
の
周
知
計
画
は
あ

る
の
か
。

町　

長

　

定
期
的
に
町
の
広
報
紙
へ

の
掲
載
や
特
に
町
の
消
防
団

の
協
力
を
得
な
が
ら
自
治
公

民
館
長
会
等
を
通
じ
て
周
知

で
き
る
よ
う
計
画
的
に
進
め

る
。

後
迫
議
員

　

町
民
の
方
々
に
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
町
民
に

知
ら
せ
ら
れ
な
い
か
。

町　

長

　

全
国
の
事
例
な
ど
参
考
に

よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
の

検
討
を
す
る
。

後
迫
議
員

　

周
知
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
分
か
り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー

配
布
や
防
災
無
線
で
の
放
送

は
で
き
な
い
か
。

町　

長

　

町
民
の
方
々
の
生
命
財
産

を
守
る
観
点
か
ら
自
助
努
力

の
必
要
性
も
考
え
、
町
と
し

て
出
来
る
だ
け
火
災
警
報
器

の
設
置
が
計
ら
れ
る
よ
う
周

知
に
努
力
す
る
。

周
知
の
啓
発
普
及
に
努
め
る

一
般
家
庭
用
火
災
警
報
器
設
置
の
周
知
を
図
れ

後迫　哲矢 議員

新
築
住
宅
は
95
棟
、
既
存

住
宅
は
把
握
し
て
い
な
い

５
年
間
の
住
民
へ
の

周
知
計
画
は

広
報
紙
へ
の
掲
載

　

消
防
団
と
の
連
携

　

自
治
公
民
館
等
で
周
知

広
報
紙
で
分
か
り
や
す
い

周
知
と
具
体
的
例
示
は

先
進
市
町
の
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討

ポ
ス
タ
ー
配
布
や
防
災
無
線

で
の
放
送
は
で
き
な
い
か

効
果
あ
る
周
知
方
策
を
検
討

　住宅用火災警報器とは， 火災が発生した時の煙

や熱を自動的にキャッチし，いち早く警報で知ら

せる装置です。また，戸外にベルなどを取り付け

て近隣に知らせるものもあります。「天井取付式」

と「壁取付式」があり，誰でも簡単に取りつける

事ができます。

天井取り付け式 壁取り付け式


